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就
労
支
援
講
座　

　

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

　

運
転
技
能
講
習

日
時　

10
月
11
日(

月)
～
14
日(

木)

午
前
９
時

～
午
後
６
時
30
分

場
所　

㈱
エ
ー
ス
産
業

　

ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
・
ス

ク
ー
ル
か
い
な
ん
教
習

所(

泉
佐
野
市
鶴
原
３
０
９)

対
象　

18
歳
以
上
・
市
内
在

住
・
就
職
を
目
指
す
か
た
で
、

休
ま
ず
出
席
で
き
普
通
免
許

を
持
つ
か
た(

学
生
不
可)

費
用　

８
０
０
０
円(

テ
キ

ス
ト
代
、
税
込)

定
員　

５
人(

定
員
に
な
り

次
第
締
切
、
ひ
と
り
親
家
庭

の
か
た
を
優
先)

申
込　

８
月
13
日(

金)

～
９

月
29
日(

水)

に
相
談
を
受
け

て
お
申
込
み
く
だ
さ
い

申
込
・
問
合
せ
先　

就
労
支

援
セ
ン
タ
ー(

市
民
相
談
室

内)

☎
０
７
２
・
４
３
３
・

７
０
８
６

　

先
端
設
備
な
ど
の

「
導
入
促
進
基
本
計
画
」

　

期
間
を
延
長

　　

市
内
中
小
企
業
者
の
生
産

性
向
上
の
た
め
の
設
備
投
資

を
促
進
す
る
た
め
、
平
成
30

年
度
に
策
定
し
た
「
導
入
促

進
基
本
計
画
」
の
計
画
期
間

(

当
初
３
年
間)

を
２
年
間
延

長
し
ま
し
た
。

　

中
小
企
業
者
は
設
備
投
資

を
通
じ
て
労
働
生
産
性
の
向

上
を
図
る
た
め
の
計
画
で
あ

る
「
先
端
設
備
等
導
入
計
画
」

を
申
請
し
認
定
を
受
け
る
こ
と

で
、
固
定
資
産
税
の
特
例
措
置

な
ど
の
支
援
策
を
活
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。　

申
請　

商
工
観
光
課

問
合
せ
先　

商
工
観
光
課
☎
０

７
２
・
４
３
３
・
７
１
９
３

課
税
課
☎
０
７
２
・
４
３
３
・

７
２
５
３

　

第
23
回
雇
用
労
働
講
座

　

詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。

日
時　

９
月
８
日(

水)

午
後
１

時
30
分
～
５
時
30
分

場
所　

岸
和
田
市
立
福
祉
総
合

セ
ン
タ
ー

内
容
・
講
師　

①
職
場
の
パ

ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
に
つ

い
て
・
西
川
伸
男
さ
ん(

大
阪

働
き
方
改
革
推
進
支
援
・
賃
金

相
談
セ
ン
タ
ー
社
会
保
険
労
務

士)②
障
が
い
者
雇
用
納
付
金
制
度

に
基
づ
く
助
成
金　

65
歳
超
雇

用
推
進
助
成
金
に
つ
い
て
・
丹

羽
政
仁
さ
ん(

独
立
行
政
法
人

高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用
支

援
機
構
大
阪
支
部
統
括)

③
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

費
用　

無
料

定
員　

１
０
０
人(

定
員
に
な

り
次
第
締
切)

申
込　

住
所
・
氏
名(

ふ
り
が

な)

・
会
社
ま
た
は
団
体
名
・

電
話
番
号
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
大

阪
社
労
士
会
所
属
の
有
無
・

「
雇
用
労
働
講
座
受
講
希
望
」

を
記
入
し
、
電
話
・
フ
ァ
ッ
ク

ス
で

締
切　

９
月
７
日(

火)

午
後
５

時申
込
・
問
合
せ
先　

泉
佐
野
市

生
活
産
業
部
ま
ち
の
活
性
課

☎
０
７
２
・
４
６
９
・
３
１
３

１
、
FAX
０
７
２
・
４
６
３
・
１

８
２
７

　

テ
レ
ワ
ー
ク
・
オ
ン
ラ

　

イ
ン
会
議
セ
ミ
ナ
ー

　

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
の
新
た

な
働
き
方
と
し
て
、
テ
レ
ワ
ー

ク
体
制
の
構
築
や
非
対
面
型
会

議
の
実
施
に
つ
い
て
の
関
心
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。　

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活

用
に
よ
る
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代

の
テ
レ
ワ
ー
ク
・
オ
ン
ラ
イ
ン

会
議
の
構
築
を
行
う
上
で
、
リ

ス
ク
と
な
り
得
る
事
柄
や
対
策

案
に
つ
い
て
事
例
を
挙
げ
な
が

ら
説
明
し
ま
す
。

日
時　

８
月
27
日(

金)

午
後
１

時
30
分
～
３
時
30
分

場
所　

貝
塚
商
工
会
議
所
２
階

中
会
議
室

対
象　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
よ
る
テ

レ
ワ
ー
ク
や
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議

の
導
入
に
つ
い
て
関
心
の
あ
る

事
業
所

費
用　

無
料

申
込　

事
業
所
名
・
事
業
所
所

在
地
・
受
講
者
氏
名
・
電
話
番

号
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
番
号
を
、
電

話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

申
込
・
問
合
せ
先　

貝
塚
商
工

会
議
所
☎
０
７
２
・
４
３
２
・

１
１
０
１
、
FAX
０
７
２
・
４
３

９
・
０
４
０
１

　

Ｗ
ｅ
ｂ
ツ
ー
ル
の

　

人
材
採
用
へ
の
活
用　

　

方
法
と
ポ
イ
ン
ト

　

ウ
ィ
ズ
・
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ

時
代
に
お
い
て
も
採
用
成
功
す

る
企
業
は
ど
ん
な
特
徴
が
あ
る

の
か
。

　

最
新
の
市
場
動
向
を
踏
ま
え
、

オ
ン
ラ
イ
ン
採
用
な
ど
の
具
体

的
な
手
法
に
触
れ
つ
つ
、
中
小

企
業
が
と
る
べ
き
戦
術
や
、
企

業
事
例
も
紹
介
し
ま
す
。

日
時　

９
月
16
日(

木)

午
後
２

時
～
４
時

場
所　

貝
塚
商
工
会
議
所
２
階

中
会
議
室

対
象　

Ｗ
ｅ
ｂ
ツ
ー
ル
の
人
材

採
用
へ
の
導
入
に
つ
い
て
関
心

の
あ
る
事
業
所

費
用　

無
料

申
込　

事
業
所
名
・
事
業
所
所

在
地
・
受
講
者
氏
名
・
電
話
番

号
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
番
号
を
、
電

話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

申
込
・
問
合
せ
先　

貝
塚
商
工

会
議
所
☎
０
７
２
・
４
３
２
・

１
１
０
１
、
FAX
０
７
２
・
４
３

９
・
０
４
０
１

大
阪
府
雇
用
促
進
支
援
金

　　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
感
染
拡
大
に
よ
り
雇
用
情
勢

が
悪
化
し
て
い
る
状
況
に
お
い

て
、
求
職
者
を
新
た
に
雇
い
入

れ
、
３
カ
月
間
雇
用
し
た
事
業

主
に
、
正
規
雇
用
１
人
に
つ
き

25
万
円
、
非
正
規
雇
用
１
人
に

つ
き
12
万
５
０
０
０
円
が
大
阪

府
よ
り
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

よ
り
簡
単
に
申
請
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
申
請
書
類
が
簡
素

化
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先　

府
雇
用
促

進
支
援
金
事
務
局
☎
06
・
４
７

９
４
・
７
０
５
０

　
中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度

　　

こ
の
制
度
は
、
中
小
企
業
の

従
業
員
の
退
職
金
を
国
が
サ

ポ
ー
ト
す
る
社
外
積
立
型
の
退

職
金
制
度
で
す
。

●
国
お
よ
び
市
か
ら
掛
金
の
助

成
を
受
け
ら
れ
ま
す

●
掛
金
は
全
額
非
課
税
で
手
数

料
も
不
要
で
す

●
社
外
積
立
な
の
で
管
理
も
簡

単
で
す

●
パ
ー
ト
や
家
族
従
業
員
の
か

た
も
加
入
で
き
ま
す

申
込
・
問
合
せ
先　

(

独)

勤
労

者
退
職
金
共
済
機
構　

中
小
企

業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

☎
03
・
６
９
０
７
・
１
２
３
４

　　　

ご
存
知
で
す
か
？

　

国
民
年
金
基
金

　

国
民
年
金
基
金
は
、

国
民
年
金(

老
齢
基
礎
年

金)

に
上
乗
せ
す
る
公
的

な
制
度
で
す
。
国
民
年

金
の
第
１
号
被
保
険
者

(

自
営
業
者
な
ど)

で
保
険

料
を
納
め
て
い
る
20
歳
以

上
60
歳
未
満
の
か
た
が
加

入
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
60
歳
以
上
65
歳

未
満
の
か
た
や
海
外
に
居

住
し
て
国
民
年
金
に
任
意

加
入
さ
れ
て
い
る
か
た
も

加
入
で
き
ま
す
。
受
け
取

る
年
金
額
は
加
入
時
に
確

定
す
る
の
で
、
将
来
の
生

活
設
計
を
た
て
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

◆
掛
金
と
税
制
面
の
優
遇
措
置

　

掛
金
は
希
望
す
る
年
金
の

型
・
口
数
・
年
齢
・
性
別
で
決

ま
り
、
加
入
後
も
変
更
で
き
ま

す
。
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の

際
、
社
会
保
険
料
と
し
て
全
額

が
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
受
け
取
る
年
金
に
も

公
的
年
金
等
控
除
が
適
用
さ
れ

ま
す
。

問
合
せ
先　

全
国
国
民
年
金
基

金
大
阪
支
部
☎
０
１
２
０
・

65
・
４
１
９
２

産
前
産
後
期
間
免
除
制
度

　　

出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日

(※
)

が
属
す
る
月
の
前
月
か
ら

４
カ
月
間(

多
胎
妊
娠
の
場
合

は
３
カ
月
前
～
６
カ
月
間)

の

国
民
年
金
保
険
料
が
免
除
さ
れ

ま
す
。
出
産
予
定
日
の
６
カ
月

前
か
ら
申
請
で
き
ま
す
。

※
妊
娠
85
日(

４
カ
月)

以
上
の

出
産
。
死
産
・
流
産
・
早
産
さ

れ
た
か
た
も
含
み
ま
す
。

対
象　

国
民
年
金
第
１
号
被
保

険
者
で
、
出
産
日
が
平
成
31
年

２
月
１
日
以
降
の
か
た

持
物　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

ま
た
は
年
金
手
帳
、
母
子
健
康

手
帳

申
請
・
問
合
せ
先　

国
保
年
金

課
☎
０
７
２
・
４
３
３
・
７
２

７
４

　

労
働
相
談
セ
ン
タ
ー

　　

府
の
労
働
相
談
セ
ン
タ
ー
で

は
「
賃
金
を
払
っ
て
く
れ
な

い
」
「
職
場
で
の
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
に
悩
ん
で
い
る
」
な
ど
、
働

く
か
た
、
雇
用

す
る
か
た
か
ら

の
相
談
を
、
電

話
・
面
談
・
オ

ン
ラ
イ
ン
で
受

付
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
豊
能
・
泉
北
・
南
河

内
地
域
で
は
出
張
相
談
も
実
施

し
て
い
ま
す
。　

　

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

費
用　

無
料

問
合
せ
先　

大
阪
府
労
働
相
談

セ
ン
タ
ー　

労
働
相
談
・
出
張

相
談
☎
06
・
６
９
４
６
・
２
６

０
０
、
セ
ク
ハ
ラ
・
女
性
相
談

☎
06
・
６
９
４
６
・
２
６
０
１

　地域に住むかた自らが地域のことについて考え、交流や
様々な活動を通じて互いを理解し合い、住みよいまちづく
りを進めていくことを目的として組織されたのが町会・自
治会です。

　町会・自治会は、地域における最も身近でつながりの深
い住民団体です。
　市内では現在101の町会・自治会が老人会・婦人会・消防団・青年団・子ど
も会などの構成団体を持ち、青少年の健全育成や防犯・防災・環境美化・福
祉ネットワーク・祭礼の開催などの活動を行っています。ぜひご加入くださ
い。

　町会・自治会への加入は町会・自治会長に連絡してくだ
さい。連絡先がわからない場合はお問合せください。

問合せ先　貝塚市町会連合会事務局(広報交流課内)　　　
　 　　　　☎072－433－7230　

ホームページ


